
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態

教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

平常点 100%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

スポーツ演習⑤ スキー、スノーボードの滑走方法を習得する

スポーツ演習⑥ スキー、スノーボードの滑走方法を習得する

まとめ スポーツ実習の成果のまとめ

スポーツ演習② スキー、スノーボードの滑走方法を習得する

スポーツ演習③ スキー、スノーボードの滑走方法を習得する

スポーツ演習④ スキー、スノーボードの滑走方法を習得する

スポーツ演習① スキー、スノーボードの滑走方法を習得する

評

価

方

法

備　　考

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

授業計画（１回～８回）

授業内容 各回の到達目標

団体行動・マナー スポーツ実習の意義、団体行動・マナーについて理解する

　この授業では、学生間・教員と学生のコミュニケーションを重視する。キャリア形成の観点から、授業中の私語や受講態度などには厳し

く対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。授業に出席するだけでなく、社会への移行を前提とした受講マナーで授業に参加すること

を求める。

レジュメ・資料を配布する。

担当教員情報

石戸橋　一貴、小林　和幸 実務経験の有無・職種 無

学習目的

　社会人として必要とされる協調性、コミニュケーション力などをスポーツならびに団体行動を通じて高める事を目的とする。

到達目標

　学生が社会や組織で協働することの重要性を理解し、協働することが出来る力を取得する事を目標する。

教育方法等

　スポーツを通じて個人やグループによる行動の必要性、重要性を意識させながら、グループにおける情報共有を円滑に行えるためのコミ

ニュケーション力、協調性を高める事を目指す。

2年次 選択 30時間

1単位 実習
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科目基礎情報

電子・電気科 電気工学コース 後期


